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団体・行事名 実施日 実施時間 実施場所 

あいさつ運動 11,18,25（水） 7:45～8:10 百合小校門前 

クリーン・ゆり 
 雨天時は次週日曜 22（日） 9:00～11:00 前山公園集合 
子育てサロン 

「つどいの広場」 13,27（金） 10:00～12:00 東第 3 集会所 

子育てサロン「キキ・プチ」 4,18（水） 10:30～13:30 東第 3 集会所 
Ｓｋｉｐ広場 10（火） 10:00～12:00 市民センター 
一日一笑健康体操 11（水） 14:00～15:00 東第 3 集会所

シネサロン（西） 2７（金） 13:30～ 西第 2 集会所

さわやかサロン 5,19（木） 10:00～12:00 東第 3 集会所

シネサロン（東） お休み 東第 1 集会所

お茶べりサロン 9（月） 10:30～12:30 西第 2 集会所

さくらサロン 23（月） 10:00～12:00 東第 1 集会所

映画会 10（火） 13:30～ 市民センター 

防災無線通信(テスト) 1（日） 21:00～ 市民センター 

百合小こどもクラブ お休み 市民センター 

配食サービス(ゆりの花) 4,11,18,25(水) 

 
第３回地域づくり協議会総会の概要 

 
日 時 平成２４年５月１３日（日）午後 1 時 30 分～ 
場 所 百合が丘市民センター 多目的ホール 
議 案【第１号議案】平成２３年度事業活動報告、決算報告、会計・資産管理・ 

業務の監査報告について 

【第２号議案】平成２４年度理事、各委員会委員、代議員の承認について（案）

【第３号議案】地域づくり協議会会則及び組織図の改正について（案） 

【第４号議案】平成２４年度事業活動方針計画及び予算について（案） 

なお、本総会は、代議員制を採用していますので平成 24 年度代議員（107 名）
の皆様で行われます｡ 
又、当日は、地縁法人百合が丘東西地区自治会総会も合わせて行います｡ 

 
今回は自治会長以外の理事の方々から
いただいた感想です。 

協議会活動の 1 年間を振り返って  

この 1 年「教育文化部会」の副部会長
として行事活動に参加してきました。 

平成 23 年度の幕開けは、3 月 11
日の東日本大震災のような地震が、当
地域に起きたらどうするか？という課
題からでした。三重県は 9 月に「三重
総合防災訓練」を計画しましたが、台
風 12 号で中止となりましたが、土砂
災害という課題を与えてくれました。

他「ふれあい交流部会」「ビジョン策定
委員会」にも出席して協議会を盛上げるこ
となどにも積極的に参加しました。どの行
事にも、部会員・サポーター・ボランティ
アの協力のお陰で住民に喜んで貰える活
動ができました。ありがとうございまし
た。 

この、２つの課題を教訓に、「自分
の安全は、自分で守る」ということを
念頭に日々努力していくことが大切
だと思います。安全・防災の行事には、
参加されるよう要望します。 

今後、ビジョン推進部会で皆さんに 3
年、.5 年、10 年とかけて身近な物から
実現して行けるよう願っています。何事
にも皆さんの参加が一番です。  

  
安全防災部会長 池戸 宗雄教育文化副部会長 川平 勉

百合が丘小学校の児童に対しての、
放課後対策「百合小こどもクラブ」、学

支援「ほめほめ隊」、米や野菜づくり
等の畑作実習や名張西高校と赤目中学
校との合同吹奏楽、クリスマス・フェス

の各事業を行い、どの事業も副部会
長、部会員、サポーターの方々のご協力
のお陰で無事楽しく終わることができ

した。また、今年度の課題であった専
部会再編も皆さんのご協力により取
まとめることができました。最後に、

大変多く地域の方々とふれあうことが
き、そして絆が生まれたことは、全て

感謝・感謝です。 

市民センター館長兼務で協議会
理事を務めて２年目を迎えました。
ようやく市民センターの仕事にも
慣れてきたところです。 

地域の各種団体の一つ、百合老連会
長を引き受けて早や３年が経過しま
した。「明るく・楽しく・健康増進」
をスローガンに、積極的に各種会合
や、行事の企画・実行をやりましたが、
これで本当に老人会の皆様が幸せに
なったかどうかわかりませんが・・。

高齢者サロン・子育てサロン・シネサ
ロンに関わってきました。特に、配食サ
ービス“ゆりの花”事業については、多
くのボランティアの方々のご協力の下、
お独り暮らしの方、高齢者のみの方への
安否確認等、大きな役割を果たせたので
はないかと自負しています。 

センターの一員として皆さんに
接してみると今まで気付かなかっ
たことが多々あると知りました。良
い勉強になりました。 私の一番大切な役割は、協議会の情

報を判り易く皆様にお伝えすること
だと思っています。人間（老人？）足
が動かなくなったら、もう終わりと言
われていますが、そうならないよう
日頃からウオーキング等で体を動か
し元気に生活しましょう。 

24 年度からも民生委員・福祉健康部
会員として、誰もが安心して青蓮寺・百
合が丘に生まれ・住んで良かったと言え
る地域づくりに精一杯協力してまいり
ま 。１年間ありがとうございました。

市民センターが皆さんの生涯学
習だけでなく、協議会事務局として
もより親しまれるよう努めてまい
りたいと思っています。 
 す  

百合が丘市民センター   民生委員・児童委員代表    
福祉部会長  倉坂洋子 館長 白坂照樹 百合老連会長 佐久真 勤 教育文化部会長 斉藤 健 

地域づくり協議会は地域の課題を解
決、実現していくべく、「ゆめづくり」
「地域づくり」の交付金や社会福祉協
議会の助成金、そして自治会からのコ
ミュニティ部会費を主な財源とし、安
全で安心な住環境、子育て・高齢者に
も配慮したまちの実現に向け日々活動
しております。そしてそれぞれの住民
がこの組織の一員であり、種々の恩恵
を享受する権利を有しています。然し
ながら義務もまた背負っているので
す。地域の皆さんとともに自治会、並
びに地域づくり協議会の発展に前向き
に取り組んで行きたいものです。 

 
経理担当 中村 剛 

百合が丘地域づくり協議会会員
及び各自治会の生活環境部担当会
員の皆様には本年度の生活環境部
会事業にご協力支援をいただき、あ
りがとうございました。一部の幹線
道路では自治会に面した双方自治
会の有志会員が美しさを競争する
ようになってきている所もありま
す。各自治会が自主的に進める環境
美化活動を推進していきたいと思
いますので、更なる各自治会のご協
力をよろしくお願いします。 

ふれあい交流部会の平成 23 年度

の活動にご協力を賜りました各自

治会関係者の皆様、地域づくり協議

会の皆様に厚くお礼申し上げます。

昨年度に続き、今年度も理事をさせ
ていただいたおかげで、子どもたちは
もちろんのこと、教職員と地域の方々
をつなぐ基礎を作ることができたよ
うに思います。学習支援ほめほめ隊の
充実をはじめ、今年度は各学年の野菜
等栽培活動でのご指導も賜り、子ども
たちにとっても大変有意義な１年に
なりました。地域あっての小学校で
す。今後ともよろしくお願い申し上げ
ます。ありがとうございました。 

夏祭りでは前日の雨のため、設営

の準備作業で苦労しましたが、良い

経験を得ました。今後も、ふれあ

い・交流部会の活動にご理解とご協

力を賜りますよう、お願いを申し上

げまして、ご挨拶とさせていただき

ます。   
百合が丘小学校ＰＴＡ代表    

校長 手塚倫生 ふれあい交流部会長 田中幹夫生活環境部会長 田邊紀生 

資源ゴミ 地域回収実績 
 （コミュニティ部会） 

 
2 月度（ 7,355Kg） 

1 月度（ 8,930Kg） 
 

古新聞、アルミ缶、雑誌、段ボール 

牛乳パックは協議会の回収へ！ 
 

＜回収日＞ いずれも午前 8 時 30 分～

 

 
東 1 と東 9 

西 1～西６   ＝ 第 2・第 3 土曜日

南百合が丘 

東２～東 8   ＝ 第 2・第 4 日曜日

 

３月の目標達成者（毎月 ２５日締切）   
早船 洋二  様（東９）１７回 

早船 恵子  様（東９）１７回 

廣木 美和子 様（東４）１３回 

古川 敏弘  様（東３）１６回 

永徳 州生  様（東９）１４回 

森川 三男  様（東３）３０回 

歩こう会 
  健康づくり部会 

“ 犬のテツ丸号 ” と 歩いています 
 

私がまだ外反母趾で、足が痛くてクツもゾウリも 
履きづらかった頃、健康づくり部会に「家から外へ出かけよう」
と呼びかけている『歩こう会』がありました。 
それで,私は 1日に 15 分は必ず歩こうと決め、記録カードに 
加入したのが平成 19年でした。 
記録カードの書き換えは、今年でやっと 17回になりました。 
昨年 2月に 7歳の柴犬をもらって一層歩くことも多くなり、 
術後のリハビリにもつながっています。  
“犬のテツ丸号、ありがとう！”   齋藤美代子（西３）



  
“ゆりバス”を運行して 4 年、“ユ

リ ポパイ”を立ち上げて 2 年が経ち
ました。無事大過なく運営できまし
た。これらは、自治会役員の方々、専
門部会役員の方々、支援サービス協力
員の方々のご理解と,ご協力のもと、そ
して何よりもご利用者の皆様のあた
たかいお気持ちを得て続けてこられ
たものと思っております。次年度はこ
れら支援サービスの一層の充実を図
ってまいりたく思います。地域内のお
互いの「絆」をより一層深め住みよい
街、住んでよかったまちづくりを目指
してまいります。 

本格的な広報担当として初めて
の経験でしたが、編集員の皆さんの
絶大なるご協力で広報発行を続け
ています。毎月の編集会議で検討し
ていたよりも予想外に原稿が多く
集まったり、予定字数より多くて誌
面に納める苦労もありました。 

協議会の役員会・専門部会・理事会
の書記と、健康づくり部会長を皆様の
ご協力のお陰で無事に終える事が出
来ます。書記は決まった事を箇条書き
にするだけなら20行もあれば済みま
すが、その議題に対してどのような意
見が交わされ決まるのかを住民の皆
様に知って頂きたかった。「貴方の名
前が書いてある回覧は必ず読んでい
ます」と嬉しい事です。健康づくり諸
行事に大勢の方のご参加に部会員一
同大喜びしました。  

協議会のお手伝いをさせていただ
いて３年。特に今期は理事と言う大役
を任され、地域の活動に直接参加する
事ができました。活動を通じて今は
「百合が丘・愛せる街だ！」と地域の
皆さんに感じてもらえるようになれ
ばと思っています。次期も教育・文化
部会の副部会長（「百合小こどもクラ
ブ・コーディネーター」としてしっか
りと協力させていただきたいと思っ
ています。 

「見やすく、分かりやすい」誌面
づくりと考えていましたが、皆様は
どう思われているのでしょう。 

地域の活動にはそれぞれに歴史
があります。今更ながら、過去の資
料に触れる度に、諸先輩方のご努
力・ご苦労に頭が下がります。 

教育文化副部会長 
  「百合小こどもクラブ」  

生活支援部会長 堀口明良 健康づくり部会長 古川一江 コーディネーター  畑 行子広報担当 福島英二

＜赤いバケツ＞ 
 

西３・６番町自治会では、このたび消火用
のバケツを自治会員宅の全戸に配置した。赤
いバケツである。白字で「消火用」と大きく
書いてあるもの。設置場所は自治会員自宅の
正面入り口(門扉)前で、常に清潔な水を満たす
ことを申し合せてある。万一の火災に備えた 
大切な初期消火の一杯で
あり、バケツリレーにも使
える。日常、目につきやす
い赤いバケツは防火、防災
に対して意識づけにもな
る。関心の赤いバケツで
ある。 
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地域のみなさまへご協力をお願いします 
(福祉健康部会)  今年度（福祉部会・生活支援部会・健康づくり部会） 

地域はお互いの支え合いで明るい希望や楽しさが沸いてきます。 
特に次のことについて支援して頂きたく、募集します。 

①配食サービス「ゆりの花」では毎週水曜日に暖かい弁当を昼食とし 
 て高齢者に届けています。この弁当を作る人を１０名位募集します。 

条件は月１回だけで水曜日の８時３０分～１３時頃まで弁当作りと 
後片付けです。 

②出来上がった弁当を配る支援者も別に５名位募集します。条件は 
月１回だけ水曜日の１１時～１２時３０分の間に弁当利用者宅まで、 
温かい内に届けていただく人です。 

③生活支援「ゆりポパイ」・・高齢者が生活上の不自由で困っているとき、
電話で要請があれば支援をする組織です。今回は支援協力 
をしていただける人(協力者)をたくさん募集します。 

(教育文化部会) 
④「ほめほめ隊」と云う百合小の学習や野菜作り等の支援をして頂ける 

方を募集します。学習支援は授業のわかりにくい子や集中できない子を
支えたり、声をかけたりすることにより効果が上がるように努力します。

23 年度は２０余名で８９４時間支援しました。 
日程は、週最低１回の４５分間(科目・時限は自由に選ぶ)の支援です。 
子どもと接することは楽しく若返ります。募集は１０名以上です。 

⑤「野菜作り」は百合小内にある花壇を利用して各学年が作ります。 
昨年はトマト・きゅうり・なす・ヒョウタン・ハヤトウリ他を種子から 
作り、観察し試食までやりました。少しでも野菜作りに経験のある方 
10 名以上の支援者がほしいところです。これもにぎやかで楽しい時間
です。学校と支援者の意見により品目と時期と作業等が決まります。 
小面積です。        応募期限４月３０日まで。 

お申し込み、ご質問は、電話で市民センターまでお願いします。 
 

 

学習支援ボランティア 
 

３月１日、百合小の校庭で４年生がプランタ

ーに花を植えました。この花は昨年１１月に４

年生が種まきをして、ビニールハウスで園芸福

祉部の皆さんが育て 
たものです。プラン 
ターは卒業式と入学 
式で卒業生、新入生 
を迎えるフラワーロ 
ー ドになります。 

（園芸福祉部会） 

平成 17 年の春、自治会長をお引
き受けして以降、まちづくり委員会
書記を３年、地域づくり協議会事務
局長を３年担当させて頂きました｡
この間、自治連合会との融合一本
化、一般社団法人化、地縁法人の設
立、名張育成園の開設等々皆様のご
協力のもと携わってまいりました｡
不十分な点も多々あったかとは思
いますが活動を通じてお付き合い
の環も広がり大変良い経験をさせ
ていただき感謝しています｡今後と
も地域組織の活性化に少しでも協
力させていただきたいと思ってい
ます。 

地域ビジョン発表会に参加して 
 

去る３月３日に名張市内 15 地域のビジョ

ン発表会が名張市防災センターで開催されま

した。今回は、１５の各地域で計画されたビ

ジョンを順番に１０分以内で発表するという

ものでした。内容はどの地域のものも優劣つ

けられない素晴らしいものでした。ビデオや

プレゼンソフトを利活用して発表される地域

が多く、又それぞれの地域の特色がよく出て

いました。この名張市の「ゆめづくり地域予

算制度」の仕組みは「新しい公」を実践し先

取りする制度であり、国でも注目され取り上

げられる方向であり、全国各地からの視察が

相次いでいるという話が市長からありまし

た。ビジョン策定委員として地域ビジョン策

定に参加できることを大変ありがたく思いま

した。又、このような機会に参加させていた

ただきました関係者に深く感謝致します。今

後は、当地域で作成されたビジョンが順次実

施されていきますよう祈願致します。 

  
協議会事務局長 宮下和男 

 

ビジョン策定委員会 井上建一 

集
会
所
は
無
断
駐
車
禁
止
で
す 

 

集
会
所
の
敷
地
内
は
利
用
者
、
許
可
を
得
た

車
以
外
は
駐
車
で
き
ま
せ
ん
。
ご
家
庭
の
行
事

等
で
一
時
的
に
利
用
し
た
い
場
合
は 

管
理
人

に
届
け
出
て
、
許
可
を
得
て
く
だ
さ
い
。 

 
 

 

資
産
管
理
委
員
会

   リビング・ウイル 
     （尊厳死の宣言書）について 

 
去る 3 月 4 日（日）百合が丘市民セン

ターで、寺田紀彦医師の『超高齢化社会、
生と死を考える』と題して講演がありま
した。145 人の参加者でホールは満員。
１時間のお話と 30 分の質疑応答もあり
場内は真剣な眼差しと笑いが交差しま
した。先生はお話の中で尊厳死について
触れられました。「我が国は世界一の長
寿国になり、現在では、医療技術の進歩
により、不治、末期でもいくつかの延命
措置で何年も生き続ける事が可能にな
りました。世界各地から、不治、末期、 

今
回
は
も
う
一
つ
「
百
合
小
こ
ど
も
ク
ラ
ブ
」
の

終
了
式
の
日
で
も
あ
り
ま
す
。
一
年
間
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ま
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頑

張
っ
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名
の
こ
ど
も
達
に
皆
勤
賞
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。
こ
ど
も
達
の
明
る
い
笑
顔
や
溢

れ
る
パ
ワ
ー
に
何
時
も
励
ま
さ
れ
て
、
こ
の
一
年
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
来
期
も
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
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と
し
て
こ
ど
も
達
と
一
緒
に
楽
し
ん
で
活

動
し
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
宜
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お
願
い
致
し
ま
す
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今
回
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３
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日
の
お
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祭
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に
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で

［
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ま
し

た
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味
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お
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す
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、
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な
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こ
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“平成 24 年度集会所管理人名簿” 
 

集 会 所 名  管理人名 住 所 電 話 

東第 1 集会所 清田 松雄 東 3-99 63-4602

東第 2 集会所 黒岩 樹里 東 5-147 61-1727

東第 3 集会所 曽我 貞夫 東 6-61 63-8088

西第 1 集会所 橋本 敬子 西 1-38-7 63-6804

西第 2 集会所 吉田 佐嗣 西 3-1 63-2365

南百合が丘集会所 濱田 浩行 南百合が丘177 64-2425

4
 

月からの 1 年間、よろしくお願い致します。 

資産管理委員会

或いは回復不能の かんえんせい意識障害（植物状態）等
で延命措置を拒否し尊厳ある生き方を求める尊厳死運動
が起きました。この流れに沿って日本でも 1976 年（昭
和 51 年）日本尊厳死協会が誕生しました。尊厳死に関す
る法律はまだありませんが、皆様に知ってもらいたい」
と話されました。 

 
 

 
 
  

３
月
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日
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講
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会
の
様
子 

「日本尊厳死協会」東海支部 ☎ 052-481-6501 FAX052-486-7389 
名古屋市中村区乾出町 2-7 正和ビル 2 階なかむら公園前法律事務所内 


